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研究内容
ʣ̍ࡉ๔の変形とҠಈのシステムバイオロδー
　ਆࡉܦ๔が生Έ出す活ಈిҐは、ບλンパクとບిҐからなるシステムの一ଆ໘です。ಉ様に、ࡉ๔の変形やҠಈは、分子ɾྗɾ形
ଶからなるシステムの一ଆ໘と見ることができます。こうした異なる物ཧ単Ґのシάφルによるシステムを解明するたΊには、分子ɾྗ ɾ
形ଶに関する࣮ݧσーλを解析し、これらシάφル間のཧ的関を導き出すことが重要です。ຊ研究ࣨでは、以Լのテーマについて
取り組んでいます。
๔変形のシステム解明ࡉ形成とྗを制御する分子と֨ࠎ๔ࡉ⾣
๔性ࡉさґ存性のߗ質のج⾣
⾣ບిҐґ存性のਆࡧ࣠ܦ༠導のݪཧ解明

̎ʣ生体組৫形成のシステムバイオロδー
　ेݸఔのࡉ๔からなる生体組৫は、ࡉ๔間のコミュニケーションが必要です。ࡉ๔どうしによるシάφルަࡉ֤、๔によるシ
άφル変、දܕݱとして形成された生体組৫が一体となってシステムを構成していると見なすことができます。こうしたシステムを、
。σーλを導入したཧ解析によって解明することを的とします。ຊ研究ࣨでは、以Լをテーマとしていますݧ࣮
⾣ಈ物の発達におけるࡉ๔間ڠ調
づく݂管新生جཧにݪ๔Ҡಈのࡉ⾣

̏ʣ機ցֶशを用いたදܕݱに関わる重要要ૉのਪఆ
๔ࡉਫ਼を্げてもσーλは複雑なままであることがよくあります。ͦのたΊ、複雑なσーλから؍、性がありݸ体にはݸ๔やࡉ　
やݸ体に共通した見をந出することは、もはや研究ऀのײではしくなってきています。ຊ研究ࣨでは、以Լのテーマについて、
。していますࢦ性をఆྔ的に構ஙし、ͦこから一般的な見をந出することをの関ܕݱ機で分子とදࢉܭ
⾣ບిҐを用いた重要な分子シάφルフローਪఆ
⾣ώトの呼ؾ成分を用いたපঢ়ਪఆ
⾣߬ૉ્害ࡎに対するԠσーλを用いた重要߬ૉਪఆ
⾣ଟ֊オミクスσーλを用いたࡉ๔分子ωットϫークの構ங
๔システムのモσルϕースト制御ࡉづくجద制御ཧに࠷⾣

研究業績・共同研究・社会活動・外部資金など
研究業
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研究を始めるのに必要な知識・能力
ୡの研究室は生物学のデータ解析ɾ理Ϟデリンά෦門です。ͦのͨめ、学ɾ物理ɾίンϐϡータに関するあるఔの基礎知識ࢲ　
と興味が必要です。

研究室の指導方針
　配属後はデータ解析ɾ理Ϟデリンάに必要な基本スΩルの習得をします。ͦの後、֤ 学生は୲当する研究をߦいながら、ͦ のテー
マに必要なΑりߴなスΩルの習得をします。研究のํੑや解決ํ法をϥϘメンバશһでٞ論しつつも、個々人にも楽しくۤ࿑しても
らいます。研究༰の໘നさをメンバでڞ༗し、ເதになΕるΑうにしていきͨいと思います。
　この研究で身につく能力
 ɾ 生物データのΑうなෳࡶなデータを解析する技術
 ɾ ෳࡶなݱにજむ本࣭を定ࣜ化する技術
 ɾ 生物ɾ学ɾ物理など分野をԣஅするい視
 ɾ 専門的な技術とͦの結果を分かりやすく人に伝える技術

修了生の活躍の場
　バイオ系、ҩༀ系、I5系のどの分野でも進めます。

教授：作ଜ　་Ұ saku@bs.naist.jp
助教：খ鍛࣏　ढ़（写真なし） 
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